
 

 

 生涯健康都市  

政策０１ 生涯健康で生き生きと生活できるまちの実現 

親子の健康推進【再掲】 

児童生徒の健康づくりと体力向上【再掲】 

青壮年期の健康増進（Ｐ８） 

介護予防の推進【再掲】 

高齢者の社会参加の促進【再掲】 

スポーツの推進【再掲】 

健康危機管理体制の整備（Ｐ１１） 

地域医療の充実（Ｐ１２） 

健康を支える保険・医療体制の適正な運営（Ｐ１４） 

 

政策０２ 高齢者や障がい者が安心して暮らせる社会の形成 

高齢者の社会参加の促進（Ｐ１７） 

介護予防の推進（Ｐ１９） 

高齢者の在宅生活の支援（Ｐ２１） 

介護サービス基盤の充実 

高齢者の住まいの確保（Ｐ２３） 

在宅医療・介護の連携推進（Ｐ２５） 

障がい者の相談・支援体制の充実（Ｐ２６） 

障がい者の住まい・日常生活に対する支援（Ｐ２８） 

障がい者の就労支援・生きがいの創生（Ｐ３０） 

障がいのある子どもの健全育成（Ｐ３２） 

バリアフリーの推進（Ｐ３４） 

低所得者の自立支援 

福祉の基盤整備 

０   ００ 囲みは、重点施策             
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 政策 01：生涯健康で生き生きと生活できるまちの実現 
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施策名 

「青壮年期の健康増進」 

   

 目的・方向性  

心身の健康は幸せな人生の礎であることから、健康的な生活習慣が形成されるよう、若

いうちからの健康づくりの重要性を普及啓発し、生涯にわたり健康で充実した人生を送る

ことができるよう支援を行います。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第３期） 

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 
【基本計画最終年度】 

健康状態がよいと感じ

る区民の割合 
46.9％ 48.5％ 50.2％ 51.9％ 

健康寿命（男性） 80.70 歳 81.20 歳 81.70 歳 82.22 歳 

健康寿命（女性） 83.10 歳 83.24 歳 83.38 歳 83.53 歳 

 

 重点事業（計画事業） 

事 業 名 糖尿病対策推進事業 

実 施 方 針 

・ 健康寿命延伸のため、糖尿病と他の生活習慣病や歯周病との関連性や、

血糖をコントロールする意義について、普及啓発を図ります。 

・ 糖尿病の人の４０～６０％が高血圧で、糖尿病に高血圧が合併すると

糖尿病性腎症や網膜症などの合併症が悪化することから、高血圧予防

と改善を合わせて、普及啓発を図ります。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

糖尿病の疑いのある

人（男性） 
31.0％ 30.0％ 29.0％ 28.0％ 

糖尿病の疑いのある

人（女性） 
22.3％ 21.6％ 20.8％ 20.0％ 

高血圧及び高血圧の

疑いのある人（男性） 
74.0％ 72.0％ 70.0％ 68.0％ 

高血圧及び高血圧の

疑いのある人（女性） 
61.4％ 61.3％ 61.2％ 61.1％ 
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政策 01：生涯健康で生き生きと生活できるまちの実現 
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事 業 名 健康づくり支援事業 

実 施 方 針 

・ 生活習慣病予防や健康づくりに取り組むきっかけづくりを目的に講座

を実施するとともに、地域団体等の依頼により区民の身近な場所に出

向き健康教室や健康相談を行います。 

・ グループによる健康づくりの振興を図るため、自主グループの活動を

支援します。 

・ 心身共に健康であるために「バランスのとれた食生活」、「十分な睡眠」、

「適度な運動」の重要性について普及啓発を進めます。 

・ 健康無関心層を対象とした健康ポイント等のインセンティブを活用す

ることで、健康に対するきっかけづくりと運動習慣の獲得を支援しま

す。 

・ 自分に適した健康づくりの方法を主体的に選択して生活習慣改善に継

続して取り組むＮｏ！メタボチャレンジャー事業について、より効果

的に実施します。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

運動や食生活等の生

活習慣改善意欲があ

る人の割合（男性） 

68.0％ 68.5％ 69.0％ 69.5％ 

運動や食生活等の生

活習慣改善意欲があ

る人の割合（女性） 

71.0％ 71.5％ 72.0％ 72.5％ 

メタボリック症候群

の人の割合（男性） 52.4％ 52.3％ 52.2％ 52.1％ 

メタボリック症候群

の人の割合（女性） 18.7％ 18.6％ 18.5％ 18.4％ 

 

事 業 名 受動喫煙防止対策・禁煙対策 

実 施 方 針 
・ 受動喫煙防止対策と禁煙対策を行うことで、がん予防、生活習慣病予

防やたばこの煙が周囲の人に及ぼす健康被害の予防を図ります。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

喫煙率（男性） 25.5% 25.3% 25.2% 25.0% 

喫煙率（女性） 11.4% 10.9% 10.5% 10.0% 
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 政策 01：生涯健康で生き生きと生活できるまちの実現 
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事 業 名 あらかわ満点メニュー 

実 施 方 針 

・ 生涯健康都市の実現に向けて、働き盛り世代の早世を減らすため、区

内飲食店において健康に配慮された食事がとれるよう食環境整備の一

環として実施します。 

・ 女子栄養大学短期大学部と区内飲食店及び区が連携して、お店の味を

生かした健康に配慮されたメニューの開発を行い、栄養成分表示を表

記して提供し、幅広い年齢層への支援にもつなげます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

満点メニュー提供店 53 店 実施 実施 実施 

満点メニュー数 104 メニュー 実施 実施 実施 

 

事 業 名 荒川ころばん体操 

実 施 方 針 

・ 地域の身近な会場において、転倒予防を目的とした荒川ころばん体操

を継続して行い、転倒予防だけでなく一人でも多くの区民が介護予防

に取り組めるよう支援します。 

・ 閉じこもり予防及び健康な地域づくりの醸成も推進します。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

荒川ころばん体操参

加者数（延べ） 
25,100 人 28,400 人 31,700 人 35,000 人 

 

事 業 名 がん検診 

実 施 方 針 

・ 検診によりがんを早期に発見することでがんによる死亡率減少につな

げます。 

・ 区民の利便性を向上するとともに、要精密検査者を速やかに医療につ

なげるため、区内医療機関での検診実施も視野に入れて今後のがん検

診のあり方を検討していきます。 

・ がんに関する正しい知識を普及啓発し、がん予防と適切な医療につな

げることを推進します。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

がん検診受診者数 60,000 人 向上 向上 向上 

がん検診実施機関数 － 向上 向上 向上 
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政策 01：生涯健康で生き生きと生活できるまちの実現 
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施策名 

「健康危機管理体制の整備」 

 

 目的・方向性  

新型コロナウイルス感染症対応時の教訓を踏まえ、新たな感染症に備えた対応体制を整

備するとともに、結核・麻しん等、その他感染症の予防・まん延防止等に取り組みます。

また、医薬品や食品等に起因する健康被害や食中毒等の拡大防止を図り、区民の良好な生

活環境を維持します。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第３期） 

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 
【基本計画最終年度】 

結核り患率 10.0％ 10.0％ 10.0％ 10.0％ 

感染症予防研修会の

実施回数 
2 回 3 回 3 回 3 回 

麻しん風しん（第１期 

荒川区）接種率 
100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 

食中毒事件数 0 件 0 件 0 件 0 件 

 

重点事業（計画事業） 

事 業 名 感染症予防対策事業 

実 施 方 針 
・ 新たな感染症の発生に備え、関係機関の連携協力の下で感染症対策

を機動的かつ迅速に実施できる体制等を整備することにより、感染

症の発生予防及びまん延の防止を図ります。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

予防計画に基づく対

応体制の整備 
計画の策定 充実 充実 充実 

健康危機対処計画に

基づく対応体制の整

備 

計画の策定 充実 充実 充実 
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 政策 01：生涯健康で生き生きと生活できるまちの実現 
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施策名 

「地域医療の充実」 

 

 目的・方向性  

休日等における軽症の急病患者に対応する初期救急の体制を整備し、区民の安心と疾病

への早期対応を図るとともに、災害発生時に医療の拠点となる災害拠点病院を区内で確保

することにより、災害時における迅速な医療に対応できる環境を整備します。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第３期） 

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 
【基本計画最終年度】 

医療の充実度（※１） 3.50 3.53 3.58 3.60 

緊急医療救護所の整

備率（※２） 
92.5％ 95％ 97.5％ 100％ 

※１ ＧＡＨに関する区民アンケート調査における幸福実感度（５段階評価） 

※２ 人員配置、医療資材等の備蓄、マニュアル作成、訓練の実施を１０段階評価し、パーセンテージで換算 

 

重点事業（計画事業） 

事 業 名 令和あらかわ病院・クリニックの運営支援 

実 施 方 針 
・ クリニックの建替え等に向けた支援を行うとともに、外来診療の充

実、地域の活性化、災害医療の一層の充実を目指し、建替え等に合

わせて地域医療や健康増進等の取組の充実を図ります。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

クリニックの建替え

等に向けた支援 
検討 旧外来棟の解体 法人による建設 法人による建設 

地域医療や健康増進

等の取組の充実 
検討 

健康ラウンジ、 

講演会等の内容

検討 

健康ラウンジ、 

講演会等の内容

検討 

健康ラウンジ、

講演会等の開設

準備 
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事 業 名 災害時医療体制整備事業【再掲(P122)】 

実 施 方 針 
・ 令和あらかわ病院と緊密に連携し、区内における災害拠点病院を早期

に確保するとともに、限られた人材や医療資源の下でも迅速かつ的確

に負傷者への対応ができるよう、災害医療体制の充実を図ります。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

区と令和あらかわ病

院との連携訓練の実

施（※１） 

実施 実施 実施 重点的に実施 
（※２） 

緊急医療救護所用マ

ニュアルの整備（ア

クションカード） 

85％ 90％ 95％ 100％ 

緊急医療救護所開

設・図上訓練の実施

箇所数 

1 2 3 6 

※１ ＭＣＡ無線による通信訓練や緊急医療救護所開設・図上訓練を含む。 

※２ 災害拠点病院の指定を受けての重点的な訓練実施を見込む。 
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 政策 01：生涯健康で生き生きと生活できるまちの実現 
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施策名 

「健康を支える保険・医療体制の適正な運営」 

 

 目的・方向性  

区民が安心して医療を受けられるよう、保険・医療制度の的確な運営に努めるとともに、

糖尿病をはじめ生活習慣病の予防や重症化の遅延など、医療費の適正化を推進します。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第３期） 

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 
【基本計画最終年度】 

特定健康診査受診率 44.0％ 45.0％ 48.0％ 51.0％ 

ジェネリック医薬品

普及率 
76.0％ 78.0％ 79.0％ 80.0％ 

ジェネリック医薬品

による医療費削減額

（累計） 
（※１） 

1,370,185 

千円 

1,477,196 

千円 

1,584,206 

千円 

1,691,217 

千円 

※１ 医療費の削減額は、平成２５年６月利用差額通知送付からの累計 

 

 重点事業（計画事業） 

事 業 名 特定健康診査・特定保健指導事業 

実 施 方 針 

・ 生活習慣病の早期発見・予防のため、特定健康診査・特定保健指導

を実施します。 

・ 特定健康診査未受診者を分析し、状況に合わせた内容の受診勧奨を

行うことにより、受診率を高めます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

特定健康診査受診率 44.0％ 45.0％ 48.0％ 51.0％ 

特定保健指導実施率 10.0％ 15.0％ 20.0％ 30.0％ 
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事 業 名 データヘルスの推進 

実 施 方 針 

・ 被保険者のレセプトや特定健診結果の分析結果を踏まえ、効果的・効

率的な保健事業（データヘルス）を実施します。 

・ 生活習慣の改善により糖尿病の重症化の予防・遅延が見込まれる被保

険者を抽出し、食事や運動等に関する保健指導を行います。 

・ レセプトから生活習慣病の治療を中断している疑いのある被保険者を

抽出し、医療機関受診勧奨を行います。 

・ ジェネリック医薬品の更なる利用を促進するため、ジェネリック医薬

品利用差額通知の送付や、普及啓発グッズ等を用いた普及啓発活動を

展開します。 

・ 被保険者を対象とした健康づくり活動などへの参加インセンティブを

活用することで、健康づくりへの関心を呼び起こすよう努めます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

糖尿病等重症化予防

プログラム参加者数 

 

20 人 

 

 

30 人 

 

 

40 人 

 

 

40 人 

 

生活習慣病治療中断

者への医療機関受診

勧奨 

 

200 人 

 

 

200 人 

 

 

200 人 

 

 

200 人 

 

ジェネリック医薬品

差額通知の送付 

 

10,000 通 

 

 

10,000 通 

 

 

10,000 通 

 

 

10,000 通 

 

被保険者を対象とし

た健康づくり活動へ

の参加インセンティ

ブの提供 

実施 実施 実施 実施 
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政策 02：高齢者や障がい者が安心して暮らせる社会の形成 

Ⅰ
生
涯
健
康
都
市 

施策名 

「高齢者の社会参加の促進」 

   

 目的・方向性  

就労やボランティア活動、生涯学習や趣味、地域におけるサークル・団体活動等、高齢

者一人一人が自ら希望する形で社会に参加し、生きがいを実感しながら、充実した生活を

送ることができるよう、高齢者の社会参加を促進します。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第３期） 

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 
【基本計画最終年度】 

高年者クラブ加入率 7.97％ 9.31％ 10.65％ 12.00％ 

荒川シルバー大学受

講者数 
1,159 人 1,280 人 1,420 人 1,550 人 

シルバー人材センタ

ー就業率 
77.0％ 78.0％ 79.0％ 80.00％ 

 
 

 重点事業（計画事業） 

事 業 名 高年者団体の活動支援 

実 施 方 針 ・ 高齢者が自主的に運営している団体を支援することで、地域活動への

参加を促進します。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

荒川シルバー大学開

催教室数 
36 教室 38 教室 40 教室 42 教室 

高年者クラブ会員数 4,826 人 5,653 人 6,480 人 7,308 人 
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 政策 02：高齢者や障がい者が安心して暮らせる社会の形成 
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事 業 名 シルバー人材センターの支援 

実 施 方 針 

・ 荒川区シルバー人材センターの事業、受注拡大等を支援するとともに

周知活動を充実させます。 

・ 働く意欲のある方へ適切な情報提供を行います。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

シルバー人材センタ

ー受注件数 
6,900 件 6,930 件 6,960 件 7,000 件 

就業実人数 1,348 人 1,400 人 1,450 人 1,500 人 

イベント等を活用し

た情報提供 
5 回 6 回 7 回 8 回 
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政策 02：高齢者や障がい者が安心して暮らせる社会の形成 
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施策名 

「介護予防の推進」 

  

 目的・方向性  

健康寿命の延伸のため、誰もが積極的、自主的に多様な介護予防活動に取り組めるよう

支援します。 

また、認知症に対する区民の理解を促し、早期発見・早期診断・早期治療を通して、症

状の進行を遅らせることや症状が軽いうちに今後の生活の備えをすること等により、在宅

生活を続けることができる体制を整備します。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第３期） 

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 
【基本計画最終年度】 

要介護等認定者出現

率（６５歳～７４歳） 
5.0％ 5.0％ 4.9％ 4.9％ 

要介護等認定者出現

率（７５歳以上） 
30.3％ 30.3％ 30.2％ 30.2％ 

認知症サポーター養

成者数（累計） 
17,990 人 18,169 人 18,348 人 18,527 人 

 

 重点事業（計画事業） 

事 業 名 介護予防事業の推進 

実 施 方 針 

・ 荒川ころばん体操をはじめ、運動機能の向上、栄養改善、口腔機能向上

等様々な介護予防事業を充実します。 

・ 身近な地域の中で通う場を創出し、自主的な参加を促すことで、社会か

らの孤立化、閉じこもり等を予防します。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

介護予防普及啓発事

業参加者数（延べ） 
4,651 人 6,000 人 7,200 人 8,400 人 

介護予防・生活支援サ

ービス事業の利用者

のうち、状態の改善又

は維持がみられた方

の割合 

82％ 83％ 84％ 85％ 
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 政策 02：高齢者や障がい者が安心して暮らせる社会の形成 
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荒川ころばん体操参

加者数（延べ） 
25,100 人 28,400 人 31,700 人 35,000 人 

いきいきボランティ

アポイント制度の登

録者数 

533 人 630 人 670 人 700 人 

 

事 業 名 認知症の普及啓発及び早期発見・早期治療の推進 

実 施 方 針 

・ 創作活動や運動、ゲーム等様々な活動を通して脳の活性化を図る認知症

予防のための教室を実施します。 

・ 区民の認知症への理解を深めるために、認知症予防講演会や認知症サポ

ーター養成講座等を行います。 

・ 医療機関との更なる連携強化を図り、より一層、各種相談や支援チーム

等を活用した早期発見・早期治療の体制を整備します。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

はつらつ脳力アップ

教室参加者数（延べ） 
2,365 人 3,240 人 3,240 人 3,240 人 

認知症カフェの参加

者数（延べ） 
3,074 人 3,254 人 3,434 人 3,614 人 

認知症・うつ専門相談 

及びものわすれ相談 

利用者数（延べ） 

230 人 180 人 180 人 180 人 

認知症初期集中支援

チーム利用者実人数

（新規開始） 

9 人 6 人 6 人 6 人 
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政策 02：高齢者や障がい者が安心して暮らせる社会の形成 
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施策名 

「高齢者の在宅生活の支援」 

  

 目的・方向性  

高齢者が住み慣れた地域で安全に安心して暮らし続けることができるよう、介護保険サ

ービス以外にも、高齢者の在宅生活を支援する多種多様なサービスを提供するとともに、

高齢者の孤独死（※）０（ゼロ）を目指します。 
※ 孤独死とは、病気や発作等、なんらかの理由により誰にも看取られることなく自宅で亡くなり、その後、３日以上放置された状

態の死として定義します。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第３期） 

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 
【基本計画最終年度】 

みまもり名簿登録率

（６５歳以上高齢者

のうち登録者が占め

る割合） 

10.5％ 10.5％ 10.5％ 10.5％ 

高齢者入浴事業受給

者数 
9,171 人 11,820 人 12,159 人 12,512 人 

高齢者自立支援用具

給付件数 
659 件 782 件 905 件 935 件 

高齢者補聴器事業助

成件数 
189 件 263 件 277 件 292 件 
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 政策 02：高齢者や障がい者が安心して暮らせる社会の形成 
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 重点事業（計画事業） 

事 業 名 
高齢者みまもり事業 

（みまもりネットワーク事業、みまもりステーション運営事業） 

実 施 方 針 

・ 地域の関係機関と連携して高齢者に対する見まもりや安否確認を行い、

在宅高齢者の安全、安心を確保します。 

・ 高齢者の孤独感を解消し、緊急時に迅速に対処する仕組みを整備しま

す。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

みまもり名簿登録者

数（累計） 
5,160 人 5,200 人 5,250 人 5,300 人 

みまもり名簿登録率

（６５歳以上高齢者の

うち登録者が占める

割合） 

10.5％ 10.5％ 10.5％ 10.5％ 

戸別訪問数 4,000 件 5,000 件 6,000 件 6,000 件 

 

事 業 名 生活支援体制整備事業 

実 施 方 針 

・ 地域で自主的に活動を行う個人や団体等をサポートし、活動を継続して

実施できるようコーディネーターを配置します。 

・ 生活支援コーディネーターは、地域資源の調査・整理、及び地域課題を

抽出し、既存の地域資源の活用を図るとともに事業の企画立案を行いま

す。 

・ 社会福祉協議会と連携し生活支援サービスの担い手となる人材を発掘

育成する仕組みづくりを行います。 

・ 地域に必要な生活支援サービスを提供できる体制を整備するため多様

な主体で構成する協議会を設置します。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

地域活動報告会の開

催数 
8 回 8 回 8 回 9 回 

地域活動者（担い手）

登録者数 
45 人 47 人 49 人 50 人 

地域パートナー団体

数 
14 団体 25 団体 35 団体 46 団体 
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政策 02：高齢者や障がい者が安心して暮らせる社会の形成 

 

Ⅰ
生
涯
健
康
都
市 

Ⅱ
子
育
て
教
育
都
市 

Ⅲ
産
業
革
新
都
市 

Ⅳ
環
境
先
進
都
市 

Ⅴ
文
化
創
造
都
市 

Ⅵ
安
全
安
心
都
市 

Ⅶ
計
画
推
進 

施策名 

「高齢者の住まいの確保」 

  

 目的・方向性  

高齢者の多様な住まい、住まい方を実現するとともに、地域資源を活用しながらサービ

スを包括的に提供する「地域包括ケアシステム」により、高齢者がいつまでも住み慣れた

地域において、安心して生活を継続できるような環境を整備します。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第３期） 

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 
【基本計画最終年度】 

高齢者施設（住居系） 40 施設 40 施設 41 施設 42 施設 

 

 重点事業（計画事業） 

事 業 名 高齢者の住まいの利便性向上と施設の確保 

実 施 方 針 

・ 高齢者入所施設については、入所された方が安心して過ごせるよう、

今後も維持管理をしていきます。また、民間施設に対する働きかけも

継続して行います。 

・ 多様な住まいの充実を図る観点から、都市型軽費老人ホーム等の民間

主導による整備についても、必要性を見極めながら支援していきます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

特別養護老人ホーム 7 施設 7 施設 7 施設 7 施設 

都市型軽費老人ホー

ム 6 施設 6 施設 7 施設 8 施設 

有料老人ホーム 4 施設 4 施設 4 施設 4 施設 

認知症高齢者グルー

プホーム 18 施設 18 施設 18 施設 18 施設 

高齢者住宅 5 施設 5 施設 5 施設 5 施設 
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事 業 名 特別養護老人ホームのリニューアル 

実 施 方 針 
・ 老朽化の進む特別養護老人ホームについては、施設を良好な状態で保

持しつつ質の高い介護サービスが提供できる環境の整備を図るため、

順次リニューアルを進めていきます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

グリーンハイム荒川 設計 設計 改修 改修 

サンハイム荒川 検討 検討 設計 設計 

花の木ハイム荒川 検討 検討 検討 検討 
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施策名 

「在宅医療・介護の連携推進」 

  

 目的・方向性  

地域の医療機関と介護サービス関連の事業者や関係機関との連携体制の下で、包括的か

つ継続的な在宅医療・介護サービスの提供を行います。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第３期） 

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 
【基本計画最終年度】 

区内の居宅介護支援

事業所及び訪問看護

事業所のうち、ターミ

ナルケア加算を申請

している事業所の割

合 

40.3％ 42.7％ 45.1％ 47.5％ 

 

 重点事業（計画事業） 

事 業 名 医療と福祉の連携推進事業 

実 施 方 針 

・ 医療と介護双方のニーズを持つ高齢者が、住み慣れた地域で安心して

在宅生活を続けられるように、必要なサービスを切れ目なく提供でき

る体制を構築するため、高齢者の在宅療養を支える医療機関や介護サ

ービス事業者等の顔の見える関係づくりを推進します。 

・ 区内の医療及び介護資源の状況と今後の需要を分析し、不足している

部分の強化など、医師会をはじめとした地域関係機関と連携し、在宅

療養を支える体制整備を行います。 

・ 医療連携推進会議を開催し、在宅療養を現場で支援する医療及び介護

従事者間の情報共有を図るとともに顔の見える関係づくりを推進しま

す。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

医療連携会議出席者

数（延べ） 
120 人 120 人 120 人 120 人 
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施策名 

「障がい者の相談・支援体制の充実」 

  

 目的・方向性  

障がい者が、自らが望む生活を実現するために、個別の希望や要望に沿えるよう相談に

応じ、支援していく体制の整備を進めていきます。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第３期） 

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 
【基本計画最終年度】 

計画相談（※１）支援

利用者数 
326 人 377 人 408 人 441 人 

アゼリア（※２）及び

コンパス（※３）の相

談件数 

28,626 件 28,612 件 28,670 件 28,729 件 

※１ 障がい者一人一人に応じたサービス等利用計画（ケアプラン）を作成する手続 

※２ 精神障害者地域生活支援センター。精神障がい者等の日常的な相談及び自主的な活動の場 

※３ 精神障がい相談支援事業所。当事者の立場から悩みや相談を受けるピアカウンセラーを含む専門性の高い職員が精神障がい者

等からの相談に応じ、社会復帰等を支援している。 
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 重点事業（計画事業） 

事 業 名 各種相談事業や関係機関間連携等の充実 

実 施 方 針 

・ 地域における相談支援の中核的な役割を担う荒川区障害者基幹相談支

援センターにおいて、地域における相談支援体制の充実を図ります。

相談支援事業所や関係機関からの相談に応じ、専門的な支援・助言を

行うとともに、その事例を通じて関係機関との更なるネットワークの

構築・強化を行っていきます。 

・ 精神障がい相談支援事業所において、当事者の立場から悩みや相談を

受けるピアカウンセラーを含む専門性の高い職員がきめ細やかに相談

に応じ、社会復帰等を支援していきます。 

・ アゼリア運営事業においては利用者がそれぞれの状態に合ったプログ

ラムに参加することが可能となるよう、年齢や障がい状態に応じたプ

ログラムを実施します。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

基幹相談支援センタ

ーによる相談支援事

業所等に対する専門

的な指導・助言数 

1,687 件 1,811 件 1,935 件 2,060 件 

アゼリアにおけるプ

ログラムの実施回数 
391 回 395 回 399 回 403 回 
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施策名 

「障がい者の住まい・日常生活に対する支援」 

  

 目的・方向性  

障がい者が、障がいの種別や重さにかかわらず、住み慣れた荒川区にいつまでも安心し

て住み続けられる環境を整備します。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第３期） 

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 
【基本計画最終年度】 

区内グループホーム

施設数 
26 か所 27 か所 28 か所 29 か所 

居宅介護月利用時間 6,802 時間 6,938 時間 7,077 時間 7,218 時間 

生活介護施設数 6 か所 6 か所 6 か所 7 か所 

日常生活用具の給付

件数 
3,306 件 3,333 件 3,362 件 3,394 件 

 

 重点事業（計画事業） 

事 業 名 親なき後支援事業等 

実 施 方 針 

・ グループホームの定員枠を拡充することで、居住の場を確保します。 

・ 成年後見制度の利用の促進を図ることで、障がい者の権利を守ります。 

・ 個人別ライフプラン事業を行うことで、長期的・包括的な視点から将来

設計を行います。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

区内グループホーム

定員数 
191 人 195 人 199 人 203 人 

成年後見制度におけ

る区長による申立て

件数 

1 件 2 件 2 件 3 件 

個人別ライフプラン

相談件数（累計） 
70 件 77 件 85 件 93 件 
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事 業 名 障がい者の日中活動の支援 

実 施 方 針 

・ 生活介護施設の誘致を積極的に行うとともに、医療的ケアが必要とな

る重度の障がい者が安心して生活介護施設に通所できるよう、環境整

備を進めます。 

・ 日中活動サービス（※１）を行う区内事業者への補助を継続するとともに

補助の内容を積極的に周知するなど、区内事業所を支援し、障がい者

の日中活動場所の確保を図ります。 

・ 尾久生活実習所及び荒川生活実習所運営事業においては、１８歳以上

の知的障がい者が、日中に創作・作業・レクリエーション活動等を通

じて地域で自立した生活を送れるようにします。 

・ 荒川福祉作業所運営事業においては、一般就労が困難な心身障がい者

が、継続的な作業活動及び生活能力向上等の支援を通じて、地域で自

立した生活を送れるようにします。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

生活介護施設定員数 164 人 173 人 182 人 191 人 

日中活動サービス事

業者への支援 
実施 実施 実施 実施 

※１ 生活介護、就労移行支援、就労継続支援などの障がい者の昼間の活動を支援するサービス 
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施策名 

「障がい者の就労支援・生きがいの創生」 

  

 目的・方向性  

障がいの種別や程度にかかわらず、個々の能力や適性を十分に発揮して、社会の一員と

しての役割を持ち、障がい児者の自己選択・自己決定が尊重される共生社会を目指します。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第３期） 

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 
【基本計画最終年度】 

じょぶ・あらかわ登録

者数 
750 人 806 人 869 人 938 人 

じょぶ・あらかわを通

じた一般就労者数（※１） 
414 人 435 人 460 人 489 人 

就労移行支援事業等（※

２）による一般就労移行

者数 
54 人 62 人 65 人 70 人 

就労継続支援Ａ型及

びＢ型作業所定員数
（※３） 

448 人 464 人 480 人 496 人 

※１ じょぶ・あらかわでの新規就労者数（人／年）＋就労継続者数（人／年） 

※２ 生活介護、自立訓練、就労移行支援、就労継続支援Ａ型・Ｂ型を行う事業（給付対象事業） 

※３ 就労の機会を提供し、知識や能力向上のための訓練を行う事業のうち、Ａ型は雇用契約を結ぶもの、Ｂ型は雇用形態を締結 

しないもの。 

 

 重点事業（計画事業） 

事 業 名 障がい者就労支援センター（じょぶ・あらかわ）運営事業 

実 施 方 針 

・ 将来就労を目指している障がい者等に相談支援事業を実施し、障がい

者の就労を進めます。 

・ 現在就労している障がい者、障がい者を雇用しているまたは雇用希望

のある企業からの相談に応じるとともに、職場定着への支援等を進め

ます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

じょぶ・あらかわ職業

相談件数 
2,615 件 3,007 件 3,458 件 3,977 件 
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事 業 名 障がい者の就労支援と作業所の充実 

実 施 方 針 

・ 就労を希望する障がい者に対し、訓練や職場定着支援等を進めます。 

・ 作業所間の連携を密にし、作業発注企業の新規開拓や共同受注、受注

調整等を進めます。また自主製品の開発や販路の拡大への取組を支援

します。 

・ 障害者優先調達推進法に基づき、区が発注する物品及び役務の調達に

ついて、障がい者就労施設等への発注を推進します。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

じょぶ・あらかわ職場

定着支援件数 
6,362 件 6,744 件 7,148 件 7,577 件 

共同受注の請負件数 4 件 4 件 5 件 6 件 

優先調達の契約金額 2,000 千円 2,200 千円 2,300 千円 2,400 千円 

 

事 業 名 障害者福祉会館（アクロスあらかわ）運営事業による交流促進 

実 施 方 針 

・ 文化・スポーツに関わる活動を地域に知っていただき、障がいのある

方もない方も同じように参加できるよう活動の幅を広げ、障がい者が

地域社会と交流できる場としていきます。 

・ 福祉教育を実施し、障がい及び障がい者に対する理解を促進するとも

に、学びを通じて課題解決のための思考力や行動力を育みます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

アクロスあらかわ利

用者数（延べ） 
36,031 人 65,000 人 66,000 人 67,000 人 

福祉教育事業の参加

者数 
266 人 270 人 285 人 300 人 
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施策名 

「障がいのある子どもの健全育成」 

  

 目的・方向性  

障がいのある子どもや、発達に関して療育を必要とする子どもが、それぞれの状況に応

じて必要な訓練や適切な支援を受け、その子の持つ可能性を広げ、将来の見通しを立てる

ことで、保護者も安心して子育てできる環境の整備を進めます。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第３期） 

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 
【基本計画最終年度】 

児童発達支援利用者

数 
263 人 271 人 280 人 289 人 

放課後デイサービス

利用者数 
323 人 359 人 399 人 443 人 

 

 重点事業（計画事業） 

事 業 名 障がいのある子ども等に対する療育・相談の充実 

実 施 方 針 

・ 障がい児等が、福祉・医療・発達・訓練・教育等に関する問題解決を

図れるように援助するとともに、地域での社会参加を支援します。 

・ 障がい児通所支援事業所連絡会や研修を開催し、課題や解決策等の共

有を図るとともに、家庭や関係機関等との連携を促し、児童通所事業

における療育の質の向上や環境の整備を進めます。 

・ 医療的ケア児等地域コーディネーターを配置し、医療的ケア児等の発

達段階や状態に応じて、関係機関と連携しサポートします。 

・ 医療的ケア児を含め、特別な支援を必要とする子どもの保育園や学校

等での受入れニーズに対し、体制整備への支援を行います。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

障がい児通所支援事

業所連絡会の実施 
2 回 2 回 3 回 3 回 

医療的ケア児等地域

コーディネーターの

相談件数 

658 件 707 件 756 件 804 件 
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事 業 名 障がいのある子ども等に対する教育環境の整備 

実 施 方 針 

・ これまで以上に保護者の気持ちに寄り添い、子どもの立場に立った就

学相談を実施し、子どもにとって適切な「教育の場」を保護者が選択

できるよう支援していきます。 

・ 個々の障がい特性に応じた支援指導を行い、学習上及び学校（園）生

活上の困難を克服するために、各幼稚園・小中学校への特別支援教育

支援員等の配置を実施していきます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

就学相談実施件数 180 件 182 件 184 件 185 件 

特別支援教育支援員

等配置数 
115 人 117 人 119 人 120 人 

幼児教育補助員等配

置数 
61 人 62 人 64 人 65 人 

 

事 業 名 児童発達支援センターの整備 

実 施 方 針 

・ 荒川たんぽぽセンターに「児童発達支援センター」の機能を持たせ、

地域の障害児通所支援の中核的な拠点として、専門的な支援の機能強

化や他の障害児通所支援事業所への支援・助言、関係機関との連携体

制の強化等を行い、地域全体の支援体制の強化を図ります。 

・ 療育定員の拡大を行い、障害児通所支援の利用者の受け皿の拡大を図

ります。 

・ 児童発達支援センターは、地域のインクルージョン（障がい児の地域

社会への参加、包容）の推進を図る上で中核機関となることが求めら

れています。保育所等訪問支援等を実施する中で子育て支援と障がい

児支援が双方向から緊密に連携が行われる地域の体制づくりを進めて

いきます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

児童発達支援センタ

ーの運営 
改修工事 改修工事・開設 推進 推進 

児童発達支援センタ

ーの実利用人数 
195 人 210 人 225 人 250 人 

保育所等訪問支援利

用者数 
3 人 15 人 20 人 25 人 

 

33



 政策 02：高齢者や障がい者が安心して暮らせる社会の形成 
 

 

Ⅰ
生
涯
健
康
都
市 

Ⅱ
子
育
て
教
育
都
市 

Ⅲ
産
業
革
新
都
市 

Ⅳ
環
境
先
進
都
市 

Ⅴ
文
化
創
造
都
市 

Ⅵ
安
全
安
心
都
市 

Ⅶ
計
画
推
進 

 

施策名 

「バリアフリーの推進」 

  

 目的・方向性  

誰もが安心して安全に過ごすことができるバリアのないまちを目指すとともに、障がい

や高齢などを理由とした差別のない「心のバリアフリー」が進んだ社会の実現に向け、取

組を強化します。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第３期） 

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 
【基本計画最終年度】 

特定事業計画（道路）

の完了率（※１） 
52％ 55％ 58％ 62％ 

特定事業計画（道路以

外）の完了率（※１） 
78％ 80％ 83％ 86％ 

※１ 「荒川区バリアフリー基本構想」に示した特定事業計画の完了率 

 

 重点事業（計画事業） 

事 業 名 障害者差別解消法の啓発等 

実 施 方 針 

・ 障がい者への合理的配慮について民間事業者に対する意識付けを行う

など、啓発を進めます。 

・ 研修等を通じて、区の全ての施設、窓口や電話対応、事務や事業の実

施等における合理的配慮を徹底します。また、民間事業者を対象とし

た、障がい者への差別解消に関する講演会の開催など、「心のバリアフ

リー」の実現のため率先して行動します。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

障害者差別解消法の

啓発 
実施 実施 実施 実施 

合理的配慮等に関す

る職員研修の充実 
実施 実施 実施 実施 
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事 業 名  バリアフリー整備促進事業の推進 

実 施 方 針 

・ 荒川区バリアフリー基本構想推進協議会を通じて、基本構想に定めた

特定事業計画の進捗管理のほか、関係機関との連携を進めます。 

・ 住民検討委員会を通じて、住民視点でのバリアフリー化への課題整理

や特定事業計画推進のための意見取りまとめを行います。 

・ バリアフリーについて正しく理解し、相互に配慮ができる社会づくり

のため、関係機関と連携しながら、広報活動・啓発活動・教育活動等

を通じて「心のバリアフリー」を推進していきます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
６年度 ７年度 ８年度 

特定事業計画の進捗

状況管理 

特定事業計画の

評価・検証 

特定事業計画の

進捗確認 

基本構想の 

中間見直し 

特定事業計画の

評価・検証 

住民視点でのバリア
フリー化への課題整
理 

住民検討委員会

開催 
実施 実施 実施 

「心のバリアフリー」
の推進 

・バリアフリー

トイレマップ

のホームペー

ジ掲載 

・ユニバーサル

デザインタク

シー試乗会開

催 

・児童向け講座 

実施 実施 実施 
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